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u

l
、
·
ご
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ー
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[
一r:

r
《
‘
`
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さ

．．
 

し

t

，

．ー

／

ー

：
ー
・
・

サ

ク

、91
,
.
.
J

｀
~
し
み
や
つ
ら
さ
に
向
き
あ
い
、
互

疇

い
の
気
持
ち

り

~
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

．
．
＿
｀

｀
｀

／

•

こ

～

｀

1

よ

を
素
直
に
伝
え
て
理
解
し
あ
陀
共
に
恣
藁
~
私
た
ち
は
、
過
喜
ぁ
や
ま
ち
と
戦
争
の
惨

．
．
がL
'
』

、

ゾ

9
、.

し

~
う
「
布
施
」
の
菩
薩
行
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま、~
禍
を
直
視
し
不
戦
を
誓
い
ま
す
。
全
世
界

， 7

．
{
,
:

ー
•

9

,


ヽ

ヽ

~
し
ょ
う
。

し
．
．
．
、

~
の
恒
久
平
和
と
人
類
の
汝
寧
を
願
い
、
相

V
i

‘
•
/ 1
-

わたくし

ー

｀

｀

｀

／

．

`

.

.

.

.

`

 

¥
o
 

今
、・
私
た
ち
は
、—
い
の
ち
に
関
わ
る
多
く
の
~
、

お
釈
迦
さ
ま
は
、
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る

、
ン
｀
理
解
と
脇
調
m
よ
る
消
苓
）
共
に
歩
み
ま
す
‘

．
一
、

ヽ

,

•
い
つ
く
•

一
9

.
~
.


ヽ

課
題
に
直
面
t
て
お
り
ま
す
。
先
の
東
村
本
大
~
も
の
に
無
量
の
慈
し
み
の
心
を
お
こ
古
べ

‘

し
と

＞
四
、
大
い
な
る
自
然
に
生
か
さ
れ
て
し
る
こ
と

／

ノ
ー
：

`
、

,

.

d

t.

9
-
*

.

-
.

'
・
り

•
9

震
災
・
大
津
武
・
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
~

｀
お
示
し
で
す
。

．
、

~
を
思
い
、
「
地
球
環
境ぞ
ま
も
る
全
曹
洞
宗
の

＇
鼻
↑
ヽ

．
｀＿

.

.
 

,

.
、

f

、
＂
，
・
ペ
ヘ

．
―

—,

t
-

'
ヽ
、
4

C

.

t
"，
．、

―-．

発
電
所
の
事
故
な
屯
か
ら
＇の
復
旧
復
興
、
原
子
~
浦
無
釈
迦
牟
尼
仏

·
f
ヽ
・
:
,
‘
r
.1
.

~̂‘

運
動
」
（
グ
リ
ー
ン
，
プ
ラ
ン
）
を
継
続
し
て
い

ー

．
．
！
刀
，

1

J

一

．

ク

9

,

'
ぃ
・
ノ
ヽ
．
ー

、

ー
｀
‘
り
｀
←

~

-
、
，
＂
t
＿

.
`
:
"•

l

力
発
電
に
頼
ら
な
い＾

安
心
で
き
る
社
会
の
実
現
、
下

ー

で

i

き
ま
す
。

•
9
:
'

r;
`
,'”
4

`

.

9

.

.

,

・

‘

.

.
9
．
畠
｀

．
 

い
じ
め
、
自
死
、
格
差
、
貧
困
戦
争
な
よ
の
~
·
·
·
こ

亡
‘
私
に
ち
は
、、大
自
然
と
ひ
と
つ
づ
き
で
あ
る

竺
．ヽヘ
ー

．．
 

．
 ヽ
．`

問
題
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

、

~‘
J

. ,

.,
▲

．．
 
~

． ，

こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
未
来
の
地
球
の
姿
仁
’
.
5

·

か
か

、

~

｀

了

-
>
'
t
.


い
ず
れ
も
曹
洞
宗
が
掲
げ
る
「
人
権
の
尊
重
、
~
た

じ
r
思
い
を
致
し
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
こ
こ
ろ

»

:

.

;

1

“

・

`

7

f
f
ヽ
ゞ

屯一

.‘
 

平
湘
の
確
立
、
環
境
の
保
全
」
の
願
心
に
関
わ

ノ
ー
で
．
曹
洞
宗
の
布
教
教
化
は

．一
仏
両
祖
の
生
き
~
ー
．
て
環
蔑
に
配
慮
じ
た
生
活
を
い
た
し
ま
す
。

‘
ぃ
・

•

9

ノ

、

る
Ft
)
と
が
ら
で
す
。
人
び
と
の
苦
難
を
わ
が
事
~
方
茫
慕
い
い
坐
禅
に
親
し
み
、
そ
の
教
え
を
私
~
五
、
孤
立
す
る
人
び
ど
と
向
き
あ
い
、
支
え
ま
す
。r

.

9
.
9
為

ー
、
ヤ

.

.
 』

.
‘

"

」

と
受
け
止
め
、
自
分
だ
け
の
快
適
さ
や
便
利
さ
~
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の
中
で
実
践
し
、
~

．
私
た
あ
は
[•
年
間
自
死
者
数
が
一-
L万K
を
超
、

ー ・ビ
し
、
心

ぇ

，

｀

，

．

．『

伶

↑

を
求
め
る
社
会
を
見
直
じ
、1
人
入
と、り
の
い
~
人
び
と
と
共

，に
正
し
い
信
仰
に
生
き
る
乙
と
を

ー

~、

え
続
ゆ
て
き
た
状
況
を
重
く
受
け
止
め
、
卦
｀

ー
ス
、
、
一

の
ち
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
築
い
て
い
き
ま`~
目
指
し
ま
す
。

．
ご
、
一

~
死
者
や
孤
独
死
な
ど
を
出
さ
な
い
地
域
社
会[
.
`‘
/
9ニ

t
 

.. 

9

.
`
‘.
.̀
.
 

,‘

-

し
ょ
う
。

し
、

~
本
年
度
の
布
教
教
化
に
関
す
る
告
論
に
基
づ

ヽ
~
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ー
ク
作
り
転
兄
守
り
に
努
め
、
ほ
た
、

＼

＇

い
＊
ー．
｀
—

`
、

.

`

’

..
 

』

し
し
ょ
う
困
ぅ
ふ
せ
．

．

．

『9

／

‘

ぉ

．

．

．
 

ヽ

、

9

f̀

T̀
{4

そ
の
た
め
に
本
年
は
、
四
摂
法
の
盃
布
施
」
、
~
き
、
布
教
教
化
方
針
を
次
の
と
お
り
策
定
し
ま
¢
'

遺
族
の
苦
悩
に
向
き
合
い
ま
す
。

l
4

、
y
f-
r
1

物
で
も
心
で
も
惜
し
み
な
く
分
か
ち
あ
う
菩
薩
~
す
。

｀

，

．
＇
、

『
六
i

人
び
と
と
の
出
会
い
の
中
で
菩
薩
行
を
実

4

.
`

\
,

ヽ

，一

、

,

C

.

J

↓

I

-

行
を
柱
と
し
て
、
「
向
き
あ
う

．

伝
え
る
支
え

た

一
、
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」．の
お
と
な
え
の
普
及
~

，

践
し
ま
す
。4
.
,
9
.
l
‘
.

“
‘

が
．“-

\
'

•

`
‘
ー
マ
、

．
．．
 

、

ヽ
I
y
,
-

あ
う
こ
と
を
具
体
的
な
目
標
と
い
た
し
ま
す
Q

; ー

に
努
め
ま
す
9

ャ
｀
f
,

~ー

私
た
ち
は
、
継
続
し
て
被
災
地
の
支
援
を
す

i·
:
'

ー
‘

ど

う

↑

ん

・

ー`

．ノ．

、道
元
さ
ま
は
、
「
布
施
」
と
は
む
さ
冦
ら
な
い
，~
私
た
ち
は
、
日
々
「
南
無
釈
迦
牟
尼
f
K
」
と
心

す
め
ま
す
，
ま
た
、
悲
し
み
と
不
安
の
中
上

，
＇
，
＇
，＞
一

、．

＂ヽ

.
9

、

こ
と
と
示
さ
れ
ま
し
た
。、そ
れ
は
、
へ
つ
ら
う
~

．
と
な
え

々

、
ご
仏
両
祖
の
教
え
に
導
か
れ
た
生
~
い
る
人
び
と
に
寄
り
添
い
、
身
近
な
と
こ
ろ

”

.
h
\
`

,

~Z

Ì  

.

r

i』

一

子
）
と
が
く
、
見
返
り
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
互
~
・

活
を
い
た
し
ま
す
。
~

、
／か
ら
ボ

・ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
「
布
施
」
の

‘
い
；
ヽ

．

．
 

,

9

.

'

,

9

.

：

:
¥A
.,.
 

い
に
生
か
し
あ
う
生
き
方
で
す
も

｝

~
二
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
啓
発
の
活
~
菩
薩
行
を
行
い
ま
す
。
、
»
\
>
'
9
-
9
]

、
ip
バ
．

ざ
ぜ
ん
じ
ひ
し
ん
あ
ふ

．

．

 

、

．

，

4

螢
山
さ
ま
は
、
坐
禅
の
と
きT
慈
悲
心
溢
れ
~
動
に
徹
り
組
み
ま
す
。
＼
ー

i
七

へ

寺
院
を
地
域
社
会
の
「
絆
を
，深
め
る
場
」

＇ぐ
．

-.
.

.

‘

1

`

]
、

i

“

る
本
来
の
生
き
方
が
広
が
る
と
説
か
れ
ま
し
だ
。
~
私
た
も
は
、
菩
薩
の
誓
願
を
も
と
に
、

ー

差
別
~
に
活
か
し
ま
す
。

•
•
J

“

むじょ・
文じ
ん
そ
く
し
ょ
う
じ
じ
だ
い

i`

．

I

"

}

.

9

、

,

J

無
常
迅
速
、
生
死
事
大
の
人
生
に
あ
っ
て
、
一

皇
、
や
か
じ
あ
、
虐
待
の
問
題
な
ど
に
心
を
寄
せ
、
~

・

私
．た
ち
は
、
地
域
社
会
に
積
極
的
に
は
た
ら

お
ろ
そ
•

i

,

.

.
 

、ヽ

日
一
日
を
疎
か
｀に
せ
ず
、
み
仏
と
ご
先
祖
の
み
『
そ
の
未
然
防
止
、
問
題
の
解
決
に
努
め
、
差
~
｀

き
か
け
寺
院
を
広
く
開
放
じ
、
人
び
と
と

、

ととの

こ
｀

i-

．

、

＇

，

、
ィ

’

-

前
で
姿
勢
を
調
え
、
息
を
調
え
、
心
を
調
え
、
~
別
撤
廃
・
人
権
確
立
の
だ
め
の
歩
み
を
続
け
~
の
絆
を
創
生
し
て
い
き
ま
す
。

、
—

‘

•

ヽ
）

~
／

．

ヽ

，

A

．、

静
か
に
坐
り
ま
し
ょ
う
。

，
、

・
ま
す
。

｀
ノ
，
9

~
，

.

.

.

"
れ
ぶ
い
↓．
｀

け
わ
~

ー

~
ヽ

，
ヽ

J
.
·

道
の
り
は
遠
く
険
し
く
と
も
、
人
び
と
の
悲

コ

ー
ニ
、
共
に喜
び
を
分
ち
合
え
る
平
和
勾
社
会
の
~

’ヽ

ヽ
鼻
‘

.r, 

，
 
l

'-

．、
（ 
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を

頂

い

て

お

り

ま

当

園

で

は

、

教

育

の

土

台

両

祖

の

教

え

を

も

と

に

、

一

学

道

者

と

し

て

の

願

い

を

根

幹

に

置

い

て

お

り

ま

す

。

最

初

の

集

団

生

活

の

場

に

お

い

オ

の

有

送

が

／ ・ゲ`ヽ

永

見

勝

徳

ま

ざ

ま

に

震

い

き

ま

し

た

。

私

の

務

め

さ

せ

て

頂

い

は

、

東

日

本

大

震

災

の

影

響

を

に

受

け

た

二

年

間

で

し

た

c
披

炉

や

被

災

さ

れ

た

方

々

の

こ

と

を

思

え

ば

、

我

々

の

影

署

は

取

る

に

足

ら

な

い

モ

ノ

か

も

し

れ

ま

せ

ん

か

、

、

全

国

各

地

さ

の

影

響

か

l 

そ

の

の

ヨ
こ
ま

、

全

ヰ
6

、

三

月

十

一

日

の

震

災

発

生

rヽ

、‘カ

品

を

生

9 9 9 9 9 9 9 l l 

島
根
県
第
二
宗
務
所
所
長

で

艮

い

~
各
宗
務
所
の
協

~
み
出
し
、
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
き
だ

花
~
け
に
矢
継
ぎ
早
に
質
間
し
た
記
憶
が

~
国
奉
詠
会
島
板
大
会
の
中
止
~
残
っ
て
い
ま
す
。

~
定
し
ま
し
た
。
島
根
大
会
は
延
期
や
中
~
そ
の
後
、
本
庁
側
の
理
解
も
有
り
ラ

一

止

が

二

度

目

で

す

の

で

、

地

元

の

方

々

一

ジ

オ

放

送

は

縮

小

し

存

続

出

来

る

よ

~
の
落
胆
の
大
き
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
~
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
っ
良
か
っ

平
成
二
十
二
年
十
二
月
初
旬
に
そ
~
た
。
~
た
こ
と
は
、
そ
の
年
の
本
庁
主
催
の
管

の
任
を
受
け
、
平
成
二
十
四
年
迄
の
二
]
ま
た
、
宗
務
所
か
ら
管
区
集
会
、
中
~
区
役
職
員
入
権
研
修
会
は
中
止
が
決

年
間
、
管
区
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
~
央
寺
族
集
会
な
ど
の
中
止
、
さ
ら
に
梅
一
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
中
国
管

し
た
。
中
国
管
区
の
管
区
長
は
、
中
国
~
花
関
係
の
講
習
会
や
検
定
会
の
縮
小
~
区
内
の
宗
務
所
の
協
力
を
得
て
自
主

五
県
8
六
宗
務
所
に
お
け
る
反
時
計
回
~
が
発
表
さ
れ
る
中
、
私
が
最
も
危
機
感
~
研
修
の
形
で
開
催
で
き
た
こ
と
で
し

り
の
輪
番
制
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
~
を
感
じ
た
の
は
、
四
月
二
十
日
開
催
さ
~
た
。

の
で
、
十
二
の
二
年
間
は
が
回
っ
~
れ
た
中
国
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
の
選
~
震
災
一
一
年
目
、
急
き
ょ
開
催
か
決

て
き
ま
す
。
●
営
企
画
委
員
会
に
お
い
て
、
本
庁
か
ら
~
ま
っ
た
管
区
集
会
は
、
こ
れ
ま
た
各
宗

二
年
間
~
の
説
明
で
、
い
わ
ゆ
る
教
化
敦
材
予
~
務
所
や
護
持
会
の
褐
力
を
得
て
無
事

~
算
中
国
管
区
で
は
ラ
ジ
オ
放
送
の
予
~
終
わ
り
、
十
二
月
に
島
根
県
第
一
宗
務

~
頁
が
半
分
に
カ
ッ
ト
さ
れ
る
か
も
知
[
所
ヘ
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た

o

~
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ぃ

]
「
半
分
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
~

~
か
。
敦
化
部
だ
け
か
半
分
な
の
か
。
宗
]

~
務
庁
全
体
の
全
部
門
が
半
分
な
の
~

~
教
化
セ
ン
タ
ー
の
ラ
~

及

し

て

で

は

あ

り

ま

せ

島
根
県
第
一
宗
務
所
所
長

~
て
、
利
他
行
，
他
を
思
い
や
る
~
取
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

~
り
様
を
伝
え
育
み
、
実
行
で
き
た
こ
と
~
子
ど
も
で
も
大
人
で
も
人
間
「
に
ん

~
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
子
ど
も
に
成
~
げ
ん
」
で
あ
る
以
上
、
何
処
ま
で
も
自

~
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
~
己
中
心
的
な
思
考
に
陥
り
、
自
分
の
不

~
ま
す
~
利
に
な
ら
な
い
程
度
の
思
い
や
り
と

~
あ
る
日
の
出
来
事
で
す
。
年
少
組
の
~
い
う
考
え
で
あ
っ
た
り
、
挨
拶
程
度
の

]
女
の
子
が
先
に
使
い
た
い
お
も
ち
ゃ
~
ち
ょ
っ
と
し
た
お
礼
ぐ
ら
い
と
知
ら

こ
の
度
、
ご
法
縁
に
よ
り
中
国
管
区
~
を
「
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
だ
ね
」
と
友
達
に
~
ず
知
ら
ず
の
内
に
見
返
り
を
求
め
た

長
の
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
何
分
、
~
韻
る
言
動
で
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
利
i
行
い
で
あ
っ
た
り
、
遂
に
は
我
執
に

罪
オ
の
身
、
管
内
ご
尊
宿
、
諸
龍
象
方
i
他
行
の
教
え
を
小
さ
な
身
体
で
精
一
~
舞
い
戻
っ
て
し
ま
う
癖
が
あ
る
の
で

は
も
と
よ
り
、
皆
々
様
か
ら
の
ご
教
~
杯
受
け
止
め
、
素
直
に
示
し
て
く
れ
た
~
し
ょ
う
。
一
方
、
人
間
に
は
：
ピ
～
か

導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
~
思
い
や
り
の
姿
で
し
た
。
~
ん
」
の
読
み
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ

い
申
し
上
げ
ま
す
。
~
正
法
眼
蔵
仏
教
の
巻
に
「
破
木
杓
．
~
れ
は
、
人
と
入
と
の
間
柄
を
大
切
に

お
蔭
様
で
昨
年
、
拙
寺
住
職
勤
続
~
脱
底
桶
」
の
お
示
し
か
あ
り
ま
す
。
破
~
し
、
家
族
、
同
僚
や
友
人
と
の
閲
係
を

四
十
年
日
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
[
れ
柄
杓
に
底
抜
け
桶
ヽ
人
間
の
も
の
さ
~
そ
の
時
々
｛
謡
で
只
和
合
し
て
い

v

と

時
に
、
細
々
と
な
が
ら
、
境
内
地
に
あ
~
し
で
は
、
何
の
用
を
も
成
さ
な
い
、
い
]
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

る
昭
和

l

開
園
の
幼
椎
園
を
通
し
~
わ
ば
自
分
の
利
益
に
な
ら
な
い
無
駄
~
う
か
。

て
、
子
ど
も
達
と
過
ご
す
機
会
~
事
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
破
~
私
達
は
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
な

~
れ
柄
杓
や
底
抜
け
桶
で
、
只
只
、
黙
々
~
か
に
自
を
み
、
自
の
な
か
に
他
を
み
る

~
と
水
を
汲
む
一
回
一
回
の
無
所
得
の
~
と
い
う
想
像
力
を
働
か
す
こ
と
が
で

~
行
い
こ
そ
が
、
学
道
者
の
生
き
方
で
あ
~
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
相
手
を
思
い

~
り
、
利
他
行
そ
の
も
の
で
あ
る
と
、
道
~
通
り
に
し
た
い
と
い
う
支
配
欲
か
ら

~
元
禅
師
の
お
示
し
を
私
な
り
に
受
け
~
離
れ
、
破
れ
柄
杓
、
底
抜
け
桶
で
一
回

仏

i

一

回

丁

珈

に

水

を

汲

ん

で

ゆ

く

よ

う

~
に
、
無
所
得
の
利
他
行
が
で
き
る
の
で

[

あ

り

ま

し

ょ

う

。
~
逆
説
的
で
す
か
、
自
己
中
心
の
行

~
い
、
利
他
の
行
い
、
ど
ち
ら
も
が
偽
ら

~
ざ
る
私
達
人
間
の
姿
な
の
で
す
。
な
ら

~
ば
、
曹
洞
宗
と
い
う
組
織
を
挙
げ
て
の

：

大

き

な

取

り

組

み

と

と

も

に

、

今

、

私

~
達
僧
侶
一
人
一
人
が
日
常
底
を
ど
う

~
あ
ら
し
め
て
ゆ
く
か
、
そ
の
根
幹
が
自

~
ず
と
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

伊

藤

角

n
-
＂＂ 
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二
十
四
年
度

山

本

道

事
報
告

ょ:",..'.!="一^

監
代

田

中

弘

道

、

三

代

宮

田

玄

洞

、

五

代

鈴

木

聖

道

田

中

哲

彦

（

現

）

て

参

り

ま

し

た

。

風

教

二

代

長

岡

徹

宗

松

原

徹

心

主

事

本
年
、
「
中
国
管
区
布
教
セ
ン
9

ー
」
~
蔵
重
鉄
州
、
宮
田
玄
洞
、
檀
上
尚
道
、

が
開
所
四
'
T同
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
~
大
野
恭
史
、
用
元
一
鮪
、
村
上
邦
雄
、

四
十
八
年
十
一
月
一
日
、
「
中
国
四
国
~
横
山
泰
賢
（
現
）

管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
広
島
市
~
賛
事

東

区

一

ー

禅

昌

寺

」

御

山

内

に

事

務

所

を

i

檀

上

尚

道

、

横

山

正

賢

、

山

内

悦

史

、

発
足
、
後
昭
和
五
十
七
年
一
月
、
四
国
~
坂
上
隆
道
、
村
上
邦
雄
、
鐙
本
智
昭
、

と
分
離
し
「
中
国
管
区
敦
化
セ
ン
タ
ー
＇
」
~
飯
島
孝
文
、
山
本
昌
男
、
宇
田
治
徳
、

と
し
て
独
立
。
昭
和
五
十
三
年
事
務
所
~
中
山
尚
三
、
蔵
重
宏
昭

を
尾
道
市
天
寧
寺
御
山
内
に
移
転
。
~
檀
上
一
袢
（
現
）
、
藤
尾
純
也
（
現
）

爾
来
セ
ン
タ
ー
紺
教
師
。
役
職
員
に
~

よ
る
集
中
伝
道
、
こ
ど
も
禅
の
集
い
、
~
現
在
の
セ
ン
タ
ー
，
の
礎
を
築
か
れ
た

各
種
研
修
会
の
企
画
等
、
宗
門
の
社
会
~
先
輩
諸
老
師
方
の
御
偉
業
に
心
か
ら
感

教

化

推

進

に

勤

め

て

参

り

ま

し

た

。

．

謝

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
そ
の
方
途
は
~
今
後
共
、
セ
ン
食
ー
事
業
に
対
し
て
、

変
わ
っ
て
参
り
ま
す
。
~
管
内
宗
侶
各
位
の
御
理
解
御
荷
担
を
お

現
在
、
毎
週
放
送
の
ラ
シ
オ
法
話
、
~
頻
い
申
し
上
げ
ま
す
。

都
市
型
布
敦
り
一
環
と
し
て
セ
ン
戻
ー
~
こ
の
度
、
四
十
局
年
記
念
事
業
と
し
て

布
教
帥
に
よ
る
文
化
敦
室
で
の
禅
敦
室
~
一
、
「
ラ
ジ
オ
法
話
集
」
を
出
版
し
、
管

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
~
内
全
寺
院
に
配
布
。

過
去
四
十
年
の
閏
f
左
記
の
諸
老
師
~
中
国
管
内
五
県
の
六
宗
務
所
か
ら

方

々

に

よ

っ

て

セ

ン

タ

ー

連

営

さ

・

御

推

薦

い

た

だ

い

た

布

教

師

の

法

話

行
事
の
活
動
報

稲

角

道

雄

広
島
県
聖
光
寺
住
職

は

、

「

禅

を

き

く

会

」

の

ロ

グ

ラ

ム

の

中

「

ト

ー

ク

コ

ン

サ

ー

ト

」

で

お

馴

染

み

の

事

と

思

い

ま

す

。

こ

れ

ら

珠

玉

の

法

話

が

、

日

々

の

布

教

の

現

場

に

お

役

立

て

れ

ば

幸

甚

で

す

。

二

、

記

念

講

演

会

請

題

「

未

定

]

「
鶴
一
聾
」

広

島

務

所

に

教

誨

師

と

し

て

三

十

五

年

余

り

通

っ

て

お

り

ま

す

。

当

施

設

は

、

B
M級（犯
罪

傾

向

の

迪

ん

だ

中

期

刑

の

収

容

者

を

扱

う

）

な

か

な

か

更

生

が

困

難

な

受

刑

者

を

収

容

す

る

刑

務

所

で

す

。

当

初

は

、

こ

の

人

た

ち

は

社

会

に

普

通

に

暮

ら

し

て

い

る

人

た

ち

と

、

ど

こ

か

違

う

の

だ

ろ

う

！

と

差

別

的

な

目

で

観

察

し

て

い

た

よ

う

な

気

が

し

ま

す

。

し

か

し

、

ど

こ

も

違

い

は

あ

り

ま

せ

ん

。

話

し

て

い

る

中

に

、

み

ん

な

同

じ

人

間

、

仏

の

心

を

持

っ

て

い

る

事

に

気

付

か

さ

れ

ま

す

。

(

*

)

[

―

切

衆

生

悉

有

仏

性

」

。

そ

れ

ぞ

れ

に

親

か

い

て

家

族

が

あ

り

ま

し

た

。

社

会

の

中

で

、

周

囲

の

環

境

と

折

り

合

い

が

合

わ

新

居

浜

市

山

昌

男

青

山

俊

董

老

師

十

一

月

十

九

日

（

木

）

広

島

リ

ー

ガ

ロ

イ

ヤ

ル

ホ

テ

ル

日

は

、

一

般

公

開

で

す

の

で

檀

の

方

々

を

お

誘

い

せ

の

さ
い
。

~
ず
、
の
中
に
…
。

~
砂
ち
と
、
て
一
番
大
事
だ
と

~
思
う
の
は
「
受
容
」
と
い
う
こ
と
。
批

~
判
説
教
は
さ
て
お
き
、
兎
に
角
し
っ
か

~
り
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
。
話
し
て
い
る

□間に、自分の人生
の

交

通

整

理

が

]

来

る

。

話

し

切

っ

て

、

~
勢
が
出
来
る
。

~
水
を
た
っ
ぷ
り
令

口

閲

、

水

を

吸

わ

な

い

。

~
今
ま
で
の
入
生
一

]

い

て

く

れ

る

家

庭
~
た
ら
き
っ
と
違

~
と
思
い
ま
す
。

~
4
]

友
人

[

C

、

人

権

擁

護

禅

進

主

事

-
g
 

-
i
t
 

ニ

四

年

度

は

西

川

光

皿

新

所

長

の

も

と

、

新

た

な

―

―

-

《

人

権

学

習

。

現

職

研

修

》

．

ど

の

宗

務

所

に

も

、

青

年

会

：

寺

族

会

・

婦

人

会

。

'

]

-

体

勢

で

臨

ん

だ

一

年

で

し

た

。

三

十

月

三

十

一

日

（

）

十

一

月

一

日

に

か

け

て

、

人

権

啓

一

梅

花

講

な

ど

の

関

係

団

体

が

ご

活

躍

の

事

と

思

い

ま

す

i
 

ー

：

発

相

談

員

渡

造

袢

文

老

師

の

「

原

発

事

故

ー

入

権

は

が

、

山

口

県

に

於

き

ま

し

て

は

、

そ

の

他

に

布

教

研

究

i

守

ら

れ

た

か

？

福

島

か

ら

の

報

告

」

と

題

し

て

講

演

を

i

六
月
二
十
九
日
、
現
職
研
修
会
を
開
催
。
「
入
び
と
—
~

会

・

シ

ャ

ン

テ

ィ

ー

山

口

こ

傾

聴

テ

レ

ホ

ン

、

さ

ら

に

は

教

誨

師

会

な

ど

も

含

め

れ

ば

、

直

接

的

。

間

接

的

な

の

こ

こ

ろ

に

向

き

合

う

た

め

に

し

実

践

編

！

＼

」

を

本

庁

一

い

た

だ

き

、

現

職

研

修

は

、

宮

田

玄

洞

老

師

の

冨

授

戒

―

県

内

宗

門

関

係

の

団

体

は

十

一

を

数

え

ま

す

。

派

遣

講

師

舘

盛

寛

行

師

の

も

と

勉

強

し

ま

し

た

。

ま

｛

一

に

つ

い

て

」

と

題

し

て

講

義

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

一

i

]

-

―

十

五

年

度

は

、

十

一

月

十

二

日

ー

十

三

日

に

開

催

g

予

定

。

一

そ

れ

ぞ

れ

の

団

体

が

曹

洞

宗

と

し

て

、

あ

る

い

は

い

た

、

七

月

五

日

に

は

寺

朕

研

修

会

で

も

同

じ

請

師

の

も

一

と

学

科

編

を

講

義

い

た

だ

き

ま

し

た

。

一

《

檀

信

徒

本

山

研

修

会

》

i

ち

僧

侶

と

し

て

目

的

を

持

ち

、

ご

活

躍

を

な

さ

っ

て

い

八

月

二

十

七

盆

二

十

八

日

、

大

本

山

永

平

寺

を

主

会

一

十

一

月

七

日

ー

九

日

に

か

け

、

約

百

四

十

名

の

団

参

一

ら

っ

し

ゃ

る

わ

け

で

す

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

団

体

が

協

力

場

に

「

夏

休

み

親

子

参

禅

の

旅

」

を

開

催

し

ま

し

た

。

一

に

て

大

本

山

永

平

寺

に

参

籠

し

、

下

山

後

は

、

大

本

山

ー

す

る

こ

と

に

よ

り

、

さ

ら

に

大

き

な

力

を

発

揮

す

る

こ

夏

持

寺

祖

麟

永

光

寺

に

参

拝

研

修

。

一

と

も

ご

ざ

い

ま

す

。

―

-

i

二

十

五

年

度

は

、

十

月

二

十

三

日

ー

ニ

十

五

日

、

大

一

山

口

県

に

於

き

ま

し

て

は

、

東

日

本

大

震

災

の

一

報

丸

子

孝

法

副

藍

院

老

師

か

ら

、

子

ど

も

達

に

も

分

か

り

後

、

即

座

に

「

山

口

県

曹

洞

宗

東

日

本

大

震

災

支

援

会

や

す

い

禅

話

を

拝

聴

す

る

な

ど

、

参

加

者

五

十

一

名

充

―

―

一

本

山

網

持

寺

に

て

研

修

予

定

。

i

―

議

」

を

立

ち

上

げ

、

青

年

会

⑲

シ

ャ

ン

テ

ィ

ー

山

口

。

実

し

た

研

修

が

で

き

ま

し

た

。

『

《

檀

信

徒

地

方

研

修

会

》

寺

族

会

な

ど

七

団

体

の

協

力

の

下

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

十

一

月

三

十

日

に

開

催

し

た

檀

信

徒

地

方

研

修

会

並

[

+

月

十

日

ー

十

一

日

に

か

け

て

、

広

島

国

泰

寺

・

庄

原

龍

興

寺

を

会

場

と

し

て

、

中

野

東

禅

老

師

の

講

話

、

び

に

管

内

入

櫂

学

習

会

で

は

、

宮

城

県

宗

務

所

の

辻

文

一

一

人

権

学

習

と

し

て

ヒ

ュ

ー

リ

ア

み

え

、

本

江

優

子

先

生

ー

で

「

今

、

ど

の

よ

う

な

活

動

が

で

き

る

か

？

」

を

模

索

生

師

を

講

師

に

お

迎

え

し

て

、

「

震

災

に

お

け

る

被

災

一

の

講

話

。

両

会

場

で

約

三

百

余

名

の

檀

信

徒

研

修

。

一

し

な

が

ら

、

今

日

ま

で

活

動

が

続

け

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

一

者

の

人

権

」

と

題

し

て

ご

請

洟

い

た

だ

き

ま

し

た

。

―

二

十

五

年

度

は

、

宗

務

庁

主

催

の

盃

禅

を

き

く

会

」

一

一

い

ち

個

人

で

は

、

思

い

が

あ

っ

て

も

な

か

な

か

実

現

、

を

開

催

予

定

。

＝

で

き

な

い

事

で

あ

っ

て

も

、

同

じ

思

い

の

人

が

集

ま

り

十

月

二

十

六

日

開

催

の

県

栂

花

流

奉

詠

大

会

で

は

＝

一

《

梅

花

》

□下

を

つ

く

る

こ

と

に

よ

っ

て

活

動

が

で

き

、

ま

た

さ

ま

1

ざ

ま

な

団

体

が

協

力

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

さ

ら

な

る

餌

年

九

十

歳

の

現

役

講

員

さ

ん

を

表

彰

し

て

い

ま

す

一

幕

張

メ

ッ

セ

で

の

全

国

大

会

に

は

、

約

六

十

五

名

の

芦

『

『

力

を

発

揮

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

が

、

本

年

度

は

百

歳

の

方

が

元

気

な

お

姿

で

登

壇

さ

れ

二

講

員

参

加

。

県

大

会

は

、

七

月

一

日

尾

道

市

因

島

に

於

i

』

今

日

の

「

向

き

あ

う

伝

え

る

支

え

あ

う

」

の

布

ま

し

た

。

―

i

い

て

開

催

し

、

講

員

約

五

百

余

名

参

加

。

清

奥

と

し

て

、

ご

一

胡

奏

者

「

姜

暁

艶

」

の

演

奏

。

梅

花

流

に

か

ぎ

ら

ず

高

齢

化

を

何

か

と

問

題

視

す

る

]

-

《

寺

族

会

》

教

方

針

の

も

と

、

そ

の

実

現

に

向

け

た

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

昨

今

で

す

が

、

”

や

る

気

“

は

歳

と

は

関

係

な

い

こ

と

『

六

月

十

二

日

の

総

会

、

秋

季

研

修

会

は

、

卜

役

が

、

い

ま

宗

務

所

に

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で

は

な

だ

と

教

え

て

い

た

き

ま

し

た

。

二

の

瑞

應

寺

を

会

場

と

し

て

開

催

。

い

か

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

しLJ
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こ
の
様
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

次
の
よ
う
な
銀
行
が
あ
る
と
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
の
銀
行
は
、
毎
朝
あ
な
た
の
口
座

ヘ
八
万
六
千
四
百
ド
ル
振
り
込
ん
で
く
れ
ま

す
。
同
時
に
、
そ
の
口
座
の
残
高
は
毎
日
ゼ
ロ

に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
八
万
六
千
四
百
ド
ル
の
中
で
、
あ

な
た
が
そ
の
日
に
使
い
切
ら
な
か
っ
た
金
顔

は
す
べ
て
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
な
た

だ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
も
ち
ろ
ん
、
鐙
日

八
六
千
四
百
ド
ル
全
顔
を
引
き
出
し
ま
す

。

J
 

ち

一

人

一

が

同

じ

よ

う

な

銀

行

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
『
時
間
』
で
す
。

毎
朝
、
あ
な
た
に
八
万
六
千
四
百
秒
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
晩
、
あ
な
た
が
う
ま
く
使

い
き
ら
な
っ
た
時
間
は
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。そ

れ
は
、

翌
日
に
繰
り
越
さ
れ
ま
せ
ん
。

セ
ン
タ
ー
布
教
師
少
林
寺
住
職

秒
だ
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
時
間

資
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

幸
せ
、
成
功
の
た
め
に
最
大

出
し
ま
し
ょ
う
。
時
計
の
針

い
ま
す
。
今
日
と
い
う
日
に

を
作
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

一
年
の
価
値
を
理
解
す
る

学
生
に
聞
い
て
み
る
と
い
い

一
ヶ
月
の
価
値
を
理
解

児
を
産
ん
だ
母
親
に
聞
い

し
ょ
う
。

一
週
間
の
価
値
を
理
解

の
編
集
者
に
聞
い
て
み
る

一
時
間
の
価
値
を
理
卸

わ
せ
を
し
て
い
る
恋
人

と
い
い
で
し
ょ
う
。

一
分
の
価
値
を
理
解

ち
ょ
う
ど
乗
り
過
↓

と
い
い
で
し
ょ

実
り
あ
る
こ
年
間
を
目
指
し
て

利

川

光

史

教
化
主
事

い実関 す型に実会 す少い数会 の い き 分 き 研 中 し 九 平 講 先 進い
まし係今゜に添践‘最ば傾たのに次とと‘かし修心一月寺習ず平しよ宗
すた団年 よっし婦後ら向だ講いにない一りー会と禅の様会教感て残 蒻
゜ 体度 って‘人にしにき員た梅りう仏や縁日しの現三‘化ーまり所

とも て記従会人さあま様つ花まお両すを。たも職七七関十い 二 行
連例 人述来＼花をりしのて関し話祖く活。研の研—月係四り年政
携年 権しの教閃伝またごは係たし様曹か名修さ修名には年た間に
を通 意発聞区係えす゜参第は゜にの洞し参でと会参は‘度い：携
図り 識表く会はてが当加四‘ 熱み宗て加し に加檀五のと わ
りの をしだ等‘い‘県を十検 心教の生ーたとはー信月主思一つ
活事 高検けで宗きいも頂五定 にえおきに゜題野、徒にない歩て
発業 め討のワ務たろ高き回会 拝を檀るはまし 八本特事ま 一任
なに るす形 l所いい齢盛記‘ 聴実家ー盛た今田月山派業す歩期
活は も る と ク 人 ｝ ろ 化 大 念 講 さ践にと田十後喜に研布を゜集半
動な の ‘ は シ 権 息 な に 裡 大 習 れし誇題正月の立は修紋振 大分
をり とい違ョ学い形伴に会会 ‘てりし孝の宗老徒ム り 成が
展ま な わ い ッ 習 ま で い 開 を ‘ 有いを‘老檀侶師＇弟只宗返 に過
開す つゆ‘プ会す詠請催迎県 意 た 持 檀 師 信 の を 大蒻り 向ぎ
しが てるテ方‘゜讚員さえ奉 義だっ信を徒役お貫本所ま か‘‘
‘‘ い参 l式寺 歌のせ‘詠 なきて徒お地割招：山布す いい

充各 ま加マを族 の減て多大 もた頂に招方をき芸永教と 邁よ
竺亡デ`＇芍 ご二；心 ーロ ー・m -̂.ム- -.;..マル賣心一こ9人 ―-----`  9 -ぶ忘吃＝”’`‘ニ二＝r二… ー一ロー '-一ニニ二：：•こニニ：一ー．，

願世と 習あ摺 感み奉 しで 修方 際科はう 通
い話に今機り導昨じ‘詠梅た現入が研檀の編実た昨り平
いにな年会‘者年ら年大花゜地権で修信回を践め年の虞
たなり度を地研度れ々会関 研学き会徒答学編に度活—
し る ‘ よ 得 元 修 は ま 参 な 係 修習まと研のびをーの動十
ま 機 こ り ま か ・ 教 す 加 ど は ‘はしも修しま学と本で四
す会れ当しら管化゜者を‘ 下‘た多はかしびい庁し年

0 ふま宗たの区セ が行十 旬九゜数‘たた‘う指た度
で務゜多布ン 少い月 に 月 の六を゜十テ定゜は
以所 ＜教夕 なまの 狭上 参月考檀― l講 ‘ 
上所 の協 l くし特 山旬 加のえ信月マ座 特
に長 出議行 なた派 事に 者本る徒のでは 別
管が 席会事 つ゜巡 件旭 が山機な寺‘ー な
区管 者講で て過回 に社 あ 研 会 ど 族 十 人 行
内区 が習 あ い疎‘ つ会 り修にか研月々 事
諸長 あ会る ＜化二 い復 ‘会なら修のの は
寺を りが青 の高月 て帰 有‘り相会現心 な
院務 ‘ 当 少 が 齢の 学セ 意九ま談で職に く
様め よ管年 寂化宗 習ン 義月しさは研向 ‘ 
にる い内教 しが務 し夕 なのたれ‘修き 例

こ 学で化 く進所 ま l 研地゜た学で合 年
ここ：こ＝そ三し二＾＇―-一 一~‘~-9--- 7--. …・ー，～W 一"”’’＂ ＂ふ9 -一王 ぐ ｀元で三二「'--Y…加心心々”．↓m-＝＝ここ――—ぶふ～二·，：二主主主---し芯。一ご

を員宗て加り流範に講ま が県りえ冬を 会式一曹係 く自研き
整を務いは‘地詠て座す全出宗計りを得ま報嗅期洞の併掘死修一平
え配所る‘師方範開とが国来務画巻過てた縮を会宗強せりに会い成
て置に全い範奉を催し‘的ま所をきご‘‘刷挙長青化て下よにの二
おしお国よ詠詠送をて当にし婦上をし東宗版行で年に‘げるは
り‘い奉い範大りし宗宗梅た入ま贈て日務のすも会も当た目‘ ― 四
ま い て 詠 よ の 会 だ て 麟 麟 花 ゜ 会 わ る 頂 本 所 発 る あ が 力 桑 研 に 特を年
すつも大平指のし本所所讐 をる活き大婦行とる三窒蒻修見に 取度
。一、全会成導登て年独に貝 通千動た震人の共出十人所をえ りも

国へ．二者糧お度自おの し六がい災会準に雲周れに行な □上研
大の十層数りまのい減 て十行とので備三市年て関つい死げ、修
会厚六のもまで栂て少 被九わ心被はが十十をおわて差← の
招言餌充徐すに花はが 災本れの災宗進周楽迎りる来別の九テ
致冑度実々゜六養‘間 地の‘こ者務め年寺え‘諸まや問り l
に言招とに毎期成師題 にえ会もの所らの様ま昨団し偏題にマ
向云致共増年六所範と おり員っ方寺れ活にし年体た見を実と
け；がに加開十を詠な 贈巻のた々族て動おた度の゜に取腿し
た：）予請し催八一範つ りき協手に会いをいのは育 つ打し て
専±I:::定員つの名基のて すを力編暖のま顧てでい成 い上た 引
任／‘さのつ梅の二養お る岩にみか協すみ記‘ずと て，、現き
職ビれ増あ花師年成り 事手よのい力゜て念第も関 深け、戦続
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[
火
の
を
し
ま
し
た
。
練
習
に
遅
刻
し

~
て
、
電
話
で
呼
び
出
さ
れ
て
、
班
の
み

~
ん
な
に
笑
わ
れ
た
の
で
、
は
ず
か
し

~
か
っ
た
で
す
。

~
最
終
日
の
閉
会
式
で
、
竹
と
ん
ぼ
大

ぼ
く
は
、
今
年
で
四
回
目
の
セ
ミ
~
会
の
表
彰
が
あ
っ
て
、
二
位
で
呼
ば
れ

ナ
ー
で
し
た
。
~
ま
し
た
。
作
っ
た
竹
と
ん
ぼ
、
大
事
に

今
年
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、
友
~
使
い
ま
す
。
た
だ
、
一
位
の
人
が
、
お

達
が
で
き
る
か
が
不
安
で
し
た
が
、
~
し
ょ
う
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、

行
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
、
二
人
も
友
達
が
~
「
大
人
げ
な
い
な
あ
。
」

で
き
た
の
で
、
安
心
し
ま
し
た
。
~
と
、
三
位
の
人
と
言
い
ま
し
た
。

一
日
目
の
お
楽
し
み
会
で
、
玉
之
助
~
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
で
、
友
達
の
横

師
し
ょ
う
の
芸
を
見
ず
、
話
し
に
夢
中
~
に
座
っ
て
、
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
食
べ
て
、

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
~
楽
し
く
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

だ
っ
た
の
に
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
~
来
年
は
、
中
学
生
に
な
り
ま
す
。
部

二
日
目
は
、
押
し
花
体
験
と
出
璽
大
~
活
と
か
あ
っ
て
、
行
け
る
か
ど
う
か
わ

社
で
し
た
c
~

か
り
ま
せ
ん
が
、
行
け
た
ら
行
き
た
い

押
し
花
体
験
で
は
、
自
分
が
思
っ
て
~
で
す
。

い
る
よ
う
に
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
る
~
背
が
ず
い
ぶ
ん
高
く
な
っ
た
馬
来

こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
~
君
、
来
年
、
も
し
会
え
た
ら
、
き
っ
と

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、
お
母
さ
ん
に
プ
レ
~
ぼ
く
も
、
背
が
伸
び
て
る
は
ず
。
会
え

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
喜
ん
で
く
れ
た
の
~
る
と
い
い
な
。

で
、
作
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
~

出
雲
大
社
は
、
ぼ
く
が
一
番
行
き
た
~

か
っ
た
所
で
し
た
。
色
々
、
見
学
す
~

る
た
め
に
歩
い
て
み
て
、
す
ご
く
良
い
~

所
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
印
~

象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
は
、
日
本
国
国
旗
~

の
大
き
さ
で
す
。
国
旗
ま
で
の
長
さ
が
~

四
十
七
メ
ー
ト
ル
で
、
都
道
府
県
の
数
一

と
一
緒
な
の
で
、
お
も
し
ろ
い
な
あ
。
~

と
思
い
ま
し
た
。

夜
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
~

佐瀬道淳老師

二

目

の

禅
イ
サ
マ
ー
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今
回
も
指
導
員
と
し
て
こ
の
子
ど
~

も
禅
イ
ン
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
~

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
二
度
目
と
い
う
~

こ
と
で
、
前
回
参
加
し
て
い
た
子
ど
も
~

達
が
私
達
指
導
員
の
こ
と
を
覚
え
て
い
~

て
く
れ
た
こ
と
が
ま
ず
嬉
し
か
っ
た
で
~

す
。
ま
た
、
今
回
初
め
て
会
う
子
ど
も
~

達
も
い
ま
し
た
が
、
三
日
間
の
内
に
み
~

ん
な
と
触
れ
合
う
こ
と
で
仲
良
く
な
れ
~

た

と

思

い

ま

す

。

．

一
日
目
の
お
楽
し
み
会
で
は
、
豊
来
[

家
玉
之
助
師
匠
が
来
て
く
だ
さ
り
、
伝
~

統
的
な
芸
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
[

た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
で
~

楽
し
め
る
よ
う
な
技
も
あ
り
、
子
ど
も
~

達
は
も
ち
ろ
ん
楽
し
そ
う
で
し
た
が
、
~

私
這
も
と
て
も
楽
し
い
時
を
遇
ご
す
こ
~

と

が

出

来

ま

し

た

。

[

二
日
目
は
坐
禅
か
ら
始
ま
り
ま
し
~

子
ど
も
イ
ン
サ
マ
ー

セ
ミ
ー

た
。
坐
禅
を
組
む
こ
と
で
、
今
の
自
分
~

を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
自
~

然
を
．
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
~

た
。
ご
飯
の
前
に
は
食
前
法
話
を
唱
え
、
｛

食
事
が
で
き
る
こ
と
に
対
し
て
感
謝
を
~

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
教
え
~

て
頂
き
ま
し
た
。
普
段
当
た
り
前
の
よ
i

う
に
食
べ
て
い
る
物
を
作
っ
て
い
る
人
~

や
、
各
地
へ
運
ぶ
人
、
調
理
す
る
人
な
~

ど
食
事
に
関
与
し
て
い
る
様
々
な
入
達
~

に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
~

る
食
事
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
午
~

後
か
ら
は
、
し
ま
ね
花
の
郷
と
い
う
フ
~

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
何
種
類
も
の
植
物
を
~

見
た
り
、
押
し
花
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
~

子
ど
も
逹
が
抑
し
花
を
使
っ
て
キ
ー
ホ
~

ル
ダ
ー
や
し
お
り
を
一
生
懸
命
作
っ
て
~

い
る
姿
を
見
て
微
笑
ま
し
く
な
り
ま
し
~

た
。
そ
し
て
夜
は
ス
タ
ン
ツ
の
発
表
で
、
~

五
班
は
一
休
さ
ん
の
紙
芝
居
を
し
て
見
~

事
賞
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
~

短
い
時
間
の
中
で
の
練
習
で
し
た
が
、
~

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
~

い
た
の
で
、
賞
が
も
ら
え
て
本
当
に
嬉
~

し
か
っ
た
で
す
。

最
終
日
は
竹
と
ん
ぼ
作
り
を
体
験

し
、
職
入
の
技
も
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
竹
を
薄
く
切
る
の
は
誰

し
か
っ
た
で
す
が
、
自
分
で
作
っ
た
竹

と
ん
ぼ
が
上
手
に
殖
ぶ
と
頑
張
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
三
日
間
で
様
々
な
こ
と
を
経
験

し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
何
人
か
体

調
不
良
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
指

導
員
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
な
と
感

じ
、
自
分
の
不
甲
斐
な
さ
に
腹
が
立
ち

ま
し
た
。
し
か
し
他
の
指
導
員
の
方
々

や
、
宿
泊
先
の
従
業
員
の
方
々
に
色
々

と
助
け
て
頂
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
二
度
も
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
多
く
の
子
ど
も
達

の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人

達
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で

す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
ま
た
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

J
こ
゜

l
ナ
ー

平

月一

五
日
小
ー

日
宣

子
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平
成
二
十
三
年
十
一
月
九
日

於
孟
随
根
県
雲
南
市

「
加
茂
文
化
ホ
ー
ル
」

講
師露

の
新
治
師
匠

村

利

氏

講
師

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

於
：
山
口
県
山
口
市

「
山
口
県
総
合
保
健
会
館

多
目
的
ホ
ー
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宇 野全智老師
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

昨
年
度
の
青
少
年
教
化
指
導
者
研
修

会
は
六
月
十
一
日
か
ら
十
二
日
に
か
け

て
、
島
根
県
益
田
市
の
三
好
家
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
地
元
で
開

催
さ
れ
、
他
の
青
少
年
教
化
員
と
共
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
イ

ン
講
師
の
宇
野
全
智
師
の
講
義
は
私
と

同
世
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関
心
を

持
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宗
教
離
れ
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ

寺
院
と
し
て
の
活
動
、
宗
侶
と
し
て
の

研
修
会
に
参

て

役
割
が
求
め
ら
れ
、
宗
教
が
無
視
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
面
も
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
朝
活
禅
や
子

ど
も
達
の
修
行
体
験
な
ど
、
活
動
の
事

例
を
上
げ
ら
れ
て
の
紹
介
は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

宇
野
師
の
講
義
の
中
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
が
、
副
住
職
を
お
務
め

の
山
形
県
地
福
寺
様
の
活
動
で
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
農
業
研
修
者
か
ら
始
ま

り
、
引
き
こ
も
り
、
学
校
停
学
者
の
受

け
入
れ
な
ど
、
お
寺
に
多
く
の
人
た
ち

を
住
ま
わ
せ
、
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

活
動
に
は
私
自
身
保
育
園
園
長
と
い
う

立
場
か
ら
も
大
変
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内

容
で
し
た
。
現
代
社
会
、
特
に
子
ど
も

達
は
、
い
じ
め
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
一
人
で
悩

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
研
修
で
青

少
年
教
化
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
少
し

が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ

し
て
ど
う
行
動
に
移
し
て
い
く
か
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

修
会

青
少
年
教
化
員

市

紀

年

ー

一

日

S
十
二
日

島
根
県
益
田
市
。
三
好
家

ン
講
師
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
研
究
員

老
師

中
国
管
区
布
敦
協
議
会
m

韮
晒
習
会
が
、

平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日
・
十
二
日

の
両
日
、
島
根
県
益
田
市
三
好
家
を
会

場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
講

師
は
、
元
東
北
管
区
敦
化
セ
ン
タ
ー
統

監
，
宮
城
県
飼
本
寺
住
薗
の
早
坂
文
明

老
師
で
し

~
た
状
況
の
凄
ま
じ
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

~
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

~
被
災
さ
れ
な
が
ら
も
休
む
こ
と
な
く

~
続
け
ら
れ
た
テ
レ
ホ
ン
法
話
。
寺
院
復

~
興
の
た
め
「
は
が
き
一
文
字
写
経
」
。
遺

~
族
や
被
災
者
を
励
ま
し
支
え
た
い
と
の

~
思
い
か
ら
詞
を
作
り
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

~
グ
ラ
イ
タ
ー
⑳
や
な
せ
な
な
さ
ん
が
作

~
曲
し
歌
っ
た
復
興
支
援
歌
「
ま
け
な
い

~
タ
オ
ル
」
、
そ
し
て
追
悼
曲
「
千
年
眠
れ
」
。

~
あ
わ
せ
て
、
ち
ょ
っ
と
短
め
の
巻
け
な

~
い
タ
オ
ル
を
作
っ
て
被
災
支
援
。
な
ど

~
な
ど
。

i
変
え
ま
し
た
。
三
月
十
一
日
は
忘
れ
る
~
早
坂
老
師
の
卓
越
し
た
企
画
力
と
行

~
こ
と
の
で
き
な
い
日
で
す
。
~
動
力
、
一
途
な
志
に
感
服
し
、
敬
意
を

~
早
坂
老
師
の
お
寺
も
被
災
さ
れ
ま
し
~
表
す
る
と
共
に
大
き
な
触
発
を
受
け
ま

□
た
。
特
に
、
兼
務
住
職
を
し
て
お
ら
れ
~
し
た
。

~
る
宮
城
県
山
元
町
の
徳
泉
寺
は
大
津
披
~
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
昼
食
、

~
に
襲
わ
れ
、
伽
藍

e
仏
具
等
は
す
べ
て
．
あ
な
た
は
何
を
食
べ
て
い
ま
し
た
か

OJ

~
流
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
檀
家
さ
ん
が
被
~
こ
の
質
問
に
私
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

~
災
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
＂
で
し
た
。
改
め
て
震
災
に
つ
い
て
思
い

早
~
[
ま
し
た
。
~
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
自
分

い
東
日
本
大
震
災
の
惨
状
を
、
両
像
で
~
自
身
の
徳
日
の
行
持
を
大
切
に
し
て
い

]
々
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
感
情
~
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
さ
せ

]
た
話
し
り
か
ら
、
被
災
さ
れ
~
ら
れ
ま
し
た
。

O) 

．
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が
過
ぎ
ま

~
し
た
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、

~
震
災
の
事
実
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と

~
を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
ど
う
あ

~
る
べ
き
な
の
、
考
え
さ
せ
ら
て
い

＂
ま
す
。

"
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島
根
県
第
一
宗
務
所
書
記

井

田

昭

彦

百
ビ
ー
h！ー＇，

一日
5
十
二
日

・
三
好
家

ン

講

師

宮

城

県

徳

本

寺

老
師
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お 知 ら せ

◎13時よリ開会式

◎松原老師からの坐禅指導

◎お楽しみ会 ュースホステル泊

開催曰：平成25年7月25日〔木〕～
講 師：松原徹心老師

参加費：子ども（中学生以下） 1万円〔2泊3日宿泊信者費用。保険。記念写真代込〕

大 人 2万円〔2泊3日宿泊・諸費用。保険・記念写真代込〕

集合時刻： 7月25日（木）午後12時半より受付 13時開会式

集合場所：火の山ユースホステル（※宿泊も同所）

〒751-0813山口県下関市みもすそ川町3-47 TEL083-222-3753 

主催：曹洞宗中国管区教化センター
〒722-0033尾道市東土堂町17-29天寧寺内 TEL 

〈ホームページ〉http://kyouka-ch u g oku. com 

102番

54番

8番

151番

309番

47番

万福寺

少林寺

仁平寺

安国寺

西禅寺

弘 長 寺

仙
徳
一
道
孝
史
光

泰

俊

大

慈

裕

裕

岡

中

下

川

田

翁

峯

田

森

小

森

〒716-0335

〒723-0032

753-0214 

683-0831 

〒699-5122

〒699-0404

◎朝のおつとめ
◎班別行動宿題

◎海響館（水族館）見学

◎巌流島上陸・凧あげ

◎門司町並み拝観・プール

◎キャンドルサービスユースホステル泊

◎朝のおつとめ

◎ロープウェイ乗車

◎さよならパーティー

※諸事情により内容が変更することもございます。

こ了承下さい。

25-2855 FAX(0848) 25-4148 

岡山県高梁市成羽町不寄237

広島県三原市須波西2丁目23番 1号

山口県山口市大内御掘4201

鳥取県米子市寺町50

島根県益田市本俣賀町5

島 根 県 松 江 市 宍 道 町 東 来 侍854

848-67-051 

83-927-446 

859-22-383 

856-25-290 

時

が

ゆ

っ

た

る

、

山

里

の

温

泉

地

長

門

湯

本

山

荘

」

に

於

い

て

、

十

月

十

日

、

十

一

日

の

両

日

に

亘

り

、

三

百

四

十

七

名

の

皆

様

が

ご

参

加

く

だ

さ

り

中

国

管

区

研

修

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

遠

く

よ

り

来

て

頂

く

皆

様

に

楽

し

く

研

修

し

て

頂

け

る

よ

う

に

と

願

い

な

が

ら

受

け

入

れ

の

準

備

を

致

し

ま

し

た

。

初

日

、

開

会

行

事

と

オ

リ

ニ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

の

後

、

奈

良

康

明

老

師

の

講

演

を

頂

き

ま

し

た

。

老

師

の

お

話

は

穏

や

か

に

心

地

よ

く

誰

で

る

よ

う

南慧昭老師

奈良康明老師

日

常

の

出

来

事

を

事

例

に

と

り

「

無

常

の

現

実

を

受

け

止

め

、

諦

め

、

尚

、

前

向

き

に

生

き

ま

し

ょ

う

。

」

と

、

お

話

し

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

き

ゃ

ら

募

金

s
V
A報
告

の

後

、

チ

ェ

ッ

ク

イ

ン

。

お

部

屋

で

寛

い

で

か

ら

薬

石

に

移

り

ま

し

た

。

東

北

大

霞

災

の

時

人

々

に

、

今

、

自

分

は

何

を

す

べ

き

か

を

問

い

か

け

た

「

こ

だ

ま

で

せ

う

か

」

の

作

者

、

金

子

み

す

ず

の

生

誕

地

で

（

み

す

ず

ワ

ー

ル

ド

）

を

感

じ

て

も

ら

え

れ

ば

と

思

い

、

す

ず

の

心

を

歌

っ

て

お

ら

れ

る

「

ち

~
ひ
ろ
」
さ
ん
に
出
演
し
て
頂
き
、
ト
ー

~
ク
や
手
話
を
交
え
透
き
通
っ
た
伸
び
や

~
か
な
歌
声
を
聴
き
な
が
ら
の
薬
石
を
楽

~
し
ん
で
戴
き
ま
し
た
。

~
二
日
目
、
中
国
管
区
セ
ン
タ
ー
統
監
、

~
田
中
哲
彦
老
師
の
坐
禅
指
導
と
法
話
で

~
始
ま
り
、
小
食
を
戴
き
、
昨
日
に
続
き

~
奈
良
康
明
老
師
の
人
権
学
習
で
「
生
き

~
と
し
生
け
る
も
の
全
て
が
平
穏
で
あ
り

~
ま
す
よ
う
に
」
と
切
々
と
お
話
し
く
だ

~
さ
り
、
お
釈
迦
様
の
慈
悲
の
祈
り
が
胸

~
に
侵
み
入
り
ま
し
た
。
少
し
疲
れ
が
感

~
じ
ら
れ
る
頃
で
し
た
が
、
南
慧
昭
老
師

~
の
ご
講
演
は
「
思
い
や
り
と
あ
り
が
と

~
う
」
「
故
郷
」
「
絆
」
等
、
沢
山
の
心
の

~
歌
で
会
場
は
手
拍
子
と
歌
声
で
一
体
と

~
な
り
ま
し
た
。
幸
福
な
余
韻
を
感
じ
な

~
が
ら
閉
会
式
を
終
え
、
来
年
は
島
根
県

~
で
の
再
会
を
約
束
し
、
お
別
れ
を
致
し

~
ま
し
た
。

~
最
後
に
、
こ
の
大
会
の
為
に
遠
く
山

~
形
県
よ
り
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
、

~
本
部
婦
人
会
飯
田
邦
子
副
会
長
よ
り
、

~
東
北
の
復
興
現
状
を
お
聴
き
し
、
末
永

江

本

法

子

会

中

園

山
口
県

平

成

二

十

四

年

十

月

十

曰

5十
一

日

於

長

門

市

湯

本

・

大

谷

山

荘

メ

イ

ン

講

師

奈

良

康

明

老

師

岩

崎

寺

婦

人

会

い

支

援

の

必

要

を

感

じ

、

共

に

頑

張

ら

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

の

思

い

を

改

に

し

ま

し

た

。

皆

様

本

当

に

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

灯 （第 29号） （第 29号）：



平成25年度事業計画 （平成25年4月1日～平成26年3月31日）

月 日 行 事 主催 備 考

4（木）～ 5（金） 全国教化センター連絡協議会 本 庁 宗務庁

15（月） 教化活動推進委員会 センター 広島市 ホテルニューヒロデン

4 23（火） センター布教師協議会 センター

24（水） 教化活動企画委員会・制作委員会 センター

下旬 中国管区教化センター報第29号発刊 センター

5 
9（木）～10（金） 人権三者協議会 仁巨 区 島根県益田市 三好家

曹洞宗婦人会中国管区役員会 婦人会

6 11（火）～12（水） 青少年教化指導者研修会 センター 岡山市 アークホテル岡山

7 
18（木）～19（金） 管区役職員人権啓発研修会 管 区 島根県邑南町

25（木）～27（土） 第29回子ども禅インサマーセミナー 心 センター 下関市 火の山ユースホテル

8 ， 10（火）～11（水） センター布教協議会・講習会 センター 山口市ホテル松政

9（水）～10（木） 曹洞宗婦人会中国管区研修会 婦人会 大田市 あすてらす

10 
16（水） 禅をきく会 本 庁 福山市県民文化センター福山

22（火） 教化活動推進委員会
汽

センター 広島市

26（土） 禅をきく会 センター 絵津市総合市民センター

1 1 
全国教化センター後期連絡協議会 本 庁

19（火） センター開所40周年記念式典 センター 広島市リーガロイヤルホテル

12 

1 下旬 中国管区教化センター報第30号編集会議 センター

2 教化活動企画委員会・制作委員会 センター

3 

4月～3月（毎週土・日） ラジオ放送「今日のこころ 私のこころ」 センター RCC中国放送（キー局）

4月～3月（第1水曜日） 中国新聞文化講座「やさしい禅入門」 センター 広島市 クレドビル教室

4月～3月（第3火曜日） 中国新聞文化講座「坐禅のすすめ」 センター 広島市 メルパルク教室

4月～3月（第4水曜日） 中国新聞文化講座「はじめようthe禅」 センター 広島市 メルパルク教室

2月日（）～日（） 管区布教委員長・役職員会議 竺目 区 島根県第一宗務所管内（予定）

■センター役職員

統監 田中哲彦 聖光寺 〒732-0048 広島県広島市東区山根町29-1 U(082)264-1220 

主監 横山泰 賢 禅昌寺 〒720-0824 広島県広島市東区戸坂山根3-2-7 ' ~(082)229-0618 

賛事 檀上一 祥 吉祥寺 〒722-2416 広島県尾道市瀬戸田町林686 ：： fi(0845)27-0719 マ

賛 事 藤尾純 也 観音寺徒 〒716-0311 岡山県高梁市備中町平川6777 ， 
rヽ

~(0866)45 - 2003 

本
年
度
は
、
布
施
を
中
心
に
菩
薩
行
を
実

践
す
る
こ
と
が
布
教
教
化
方
針
に
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
の
姿

を
短
い
詩
に
詠
ん
だ
の
が
次
の
一
句
だ
と
思

う
の
で
す
。

「
身
を
削
り
人
に
尽
く
さ
ん
す
り
こ
ぎ
の

そ
の
味
知
れ
る
人
ぞ
尊
し
」

決
め
ら
れ
た
こ
と
を
普
段
と
同
じ
よ
う
に
行

う
の
は
、
皆
同
じ
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。

「
布
施
」
の
菩
薩
行
を
実
践
す
る
に
は
、
「
人

に
は
尽
く
し
た
い
け
ど
、
自
分
の
身
は
削
り

た
く
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
駆
け
引
き
や
計

算
が
あ
っ
て
は
適
わ
ぬ
事
で
す
。

あ
る
イ
タ
リ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
か

ら
、
「
曹
洞
宗
と
い
う
か
日
本
の
仏
教
僧
侶

は
、
妻
帯
を
し
て
、
一
般
の
在
家
と
変
わ
ら

ぬ
生
活
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
出
家
者
と

在
家
者
の
違
い
は
何
で
す
か
？
」
と
問
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
出
家
と
在
家
と
い

う
よ
う
に
二
見
を
も
っ
て
分
別
す
る
以
前
の

本
来
の
自
己
を
説
い
て
い
る
の
が
禅
仏
教
で

あ
る
。
」
な
ど
と
答
え
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
的
確
な
回
答
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
の
問
い
を
深
く

心
に
留
め
て
、
只
管
打
坐
の
実
践
を
通
し
て

修
証
一
如
の
生
き
方
を
学
び
、
菩
薩
行
の
実

践
を
通
し
て
自
ず
か
ら
そ
の
答
え
が
滲
み
出

て
く
る
よ
う
弁
道
精
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今

年
四
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
当
セ
ン

タ
ー
が
、
す
り
こ
ぎ
の
見
本
と
な
れ
る
よ
う

更
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
引

き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

（第 29号） 西


